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流 体 水 銀 の 臨 界 点 近 傍 iこ お 古ナ る 熟 電 育巨異 常
京大 ･理 八尾 誠､遠藤裕久
1.金属-非金属転移
･液体水銀は､融点直上の密度13.6g/cm3で､約 104ohm1 cm-1の電気伝導度をもち､金属的性
質を示すが､温度､圧力を制御して､密度を低下させるとき､金属 (M)か ら非金属 (NM)
へと転移することが知られている｡ 図 1に､光吸収スペク トル測定か ら得 られた光学ギャップ
の密度依存性 と核磁気共鳴測定から得 られたナイ トシフトの密度依存性を合わせて示す｡8-9












































の構造にあると考え､新 しいセルを考案 して､熱電能の再測定を行 った3)｡図2に､一定圧力
下で測定 された熱電能Sを温度の関数として図示する｡臨界圧力に近い1680barでSは､1480℃
近傍で-200LV/Xから-3000LV/Kに近い大きな値へと急激な変化を示す｡圧力を上げて臨界点
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体水銀には､平均十数個の原子か らなる誘電 クラスターが存在する可能性を提唱 している. 熱
電能の異常は､熟的に励起 された電子が､この誘電 クラスターと相互作用 して､異常な熟を運
ぶことに起因するのではないかと考えている｡
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